
来
年
度
（
平
成
二
十
四
年

度
）
の
予
算
確
保
に
向
け
た
行

動
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

七
月
六
日
、
東
京
の
日
比
谷

公
園
大
音
楽
堂
に
は
全
国
の
仲

間
約
七
千
名
が
集
結
。（
建
設

長
崎
か
ら
三
名
参
加
）
そ
の
中

に
は
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

か
ら
も
多
く
の
仲
間
が
参
加
し

て
い
ま
し
た
。

予
算
要
求
の
運
動
の
最
大
の

柱
と
な
る
国
保
組
合

の
予
算
要
求
に

つ
い
て
は
、

ハ
ガ
キ
要

請
行
動
が

全
国
一
斉

に
展
開
さ

れ
て
い
ま

す
が
、
大

変
厳
し
い
闘
い

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

大
会
で
は
東
日
本
大
震
災
及

び
福
島
の
第
一
原
発
事
故
の
被

災
者
へ
の
支
援
拡
充
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
と
耐
震
改

修
助
成
制
度
の
創
設
、
そ
し
て

建
設
国
保
の
育
成
強
化
を
求
め

国
庫
補
助
の
現
行
水
準
の
確
保

に
向
け
て
闘
っ
て
い
く
こ
と
が

決
議
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
日
、
全
国
の
仲
間

の
代
表
で
結
成
さ
れ
た
交
渉
団

に
よ
る
厚
生
労
働
省
は
じ
め
各

省
庁
に
対
す
る
要
請
行
動
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
衆
議

院
第
一
議
員
会
館
に
て
行
わ
れ

た
厚
生
労
働
省
保
険
局
へ
の
要

請
行
動
で
は
、
震
災
で
被
災
し

た
被
保
険
者
の
最
大
限
の
負
担

軽
減
を
講
じ
る
こ
と
、
そ
し
て

概
算
要
求
の
中
で
国
保
組
合
へ

の
補
助
金
に
つ
い
て
現
行
の
補

助
水
準
で
維
持
し
確
保
す
る
よ

う
強
く
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
平
行
し
て
地
元
選
出

の
国
会
議
員
（
衆
議
院
議
員
の

み
。
参
議
院
議
員
に
対
し
て
は

後
日
要
請
予
定
）
に
対
し
て
も

要
請
行
動
を
行
い
、
建
設
国
保

の
育
成
強
化
と
来
年
度
の
国
保

組
合
へ
の
補
助
金
確
保
に
向
け

て
の
取
り
組
み
を
お
願
い
し
て

き
ま
し
た
。
要
請
先
は
次
の
通

り
で
す
。

�
木
義
明
氏
（
秘
書
）

福
田
衣
里
子
氏
（
秘
書
）

山
田
正
彦
氏
（
秘
書
）

宮
島
大
典
氏
（
秘
書
）

川
越
孝
洋
氏
（
本
人
）

谷
川
弥
一
氏
（
秘
書
）

北
村
誠
吾
氏
（
秘
書
）

建
設
不
況
を
打
開
し
仕
事
と

暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
そ
し
て

私
達
建
設
労
働
者
に
は
建
設
国

保
は
欠
か
せ
な
い
制
度
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
全
国
の
仲
間
と
と

も
に
予
算
要
求
等
の
運
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
共
に

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

組
合
で
は
、
長
建
国
保
の
運
営
に
欠
か
せ
な
い
平
成
二
十
四
年
度
の
補
助
金
の
満
額
確
保
に
向
け
、

組
合
員
・
家
族
の
皆
様
に
ハ
ガ
キ
要
請
の
取
り
組
み
を
お
願
い
し
た
所
、
一
万
六
千
八
百
五
十
九

通
の
要
請
ハ
ガ
キ
を
集
約
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
特
に
大
浦
、
市
南
、
大
村
、
佐
世
保
北
、
北

松
、
平
戸
の
六
支
部
が
組
織
の
二
・
五
倍
と
い
う
目
標
を
達
成
し
、
取
り
組
み
に
対
す
る
大
き
な

力
と
な
り
ま
し
た
。

ハ
ガ
キ
要
請
は
組
合
員
と
家
族
の
声
を
直
接
伝

え
る
運
動
で
す
。
組
合
は
山
の
よ
う
に
届
い
た
ハ

ガ
キ
を
全
て
点
検
し
、
厚
生
労
働
省
へ
全
通
投
函

し
ま
し
た
。

今
回
の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
に
ご
協
力
頂
い
た
組

合
員
・
ご
家
族
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

東東東東東東東東東東東東東東東東日日日日日日日日日日日日日日日日本本本本本本本本本本本本本本本本大大大大大大大大大大大大大大大大震震震震震震震震震震震震震震震震災災災災災災災災災災災災災災災災

義義義義義義義義義義義義義義義義援援援援援援援援援援援援援援援援金金金金金金金金金金金金金金金金にににににににににににににににに対対対対対対対対対対対対対対対対すすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるる協協協協協協協協協協協協協協協協力力力力力力力力力力力力力力力力のののののののののののののののの御御御御御御御御御御御御御御御御礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼礼

東日本大震災における義援金カンパに

対して、皆様から温かいご協力を頂き誠

にありがとうございました。

各支部の組合員・家族皆様方のご厚意

による義援金５００万円と災害復旧基金会

計より１，０００万円と合わせて、１，５００万円

を「全建総連」を通じて、被災した県連

組合にお送りさせていただきます。

ご協力頂きました皆様に、

心より厚くお礼申し上げます
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巡回健診のご案内
各地区の巡回型による健康診断を土・日や
祝日を利用して実施します。
日頃よりお忙しい皆様にも、年に一度の健
康チェックとして是非ご利用下さい。

（詳しい内容は３ページに掲載）
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１６８５９

支部名

中 央

大 浦

市 南

東 長 崎

浦 上 西

浦 上 東

西 彼

諫 早

大 村

島 原

佐世保中央

佐 世 保 東

佐 世 保 北

北 松

平 戸

書 記 局

合 計

７・６
総決起大会

建建
設設
不不
況況
打打
開開
・・
生生
活活
危危
機機
突突
破破

２０１２
年度

予
算
要
求
の
闘
い
始
ま
る

平
成
二
十
四
年
度
国
保
組
合
予
算
の

概
算
要
求
に
向
け
た
ハ
ガ
キ
要
請
行
動

一
六
、
八
五
九
通

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

東京
日比谷公園

7

厚生労働省保険局への要請行動

日比谷公園大音楽堂に集結した全国の仲間達

ハガキ要請行動集計表
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部

長

（
北
松
）
北
村
亮
樹

副
部
長

（
市
南
）
山
下
洋
二

副
部
長

（
西
彼
）
植
田
秀
之

事
務
局
長
（
諫
早
）
村
上
昌
也

事
務
局
次
長
（
専
従
）
古
井
宏
樹

時
津
町
『
北
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
』
に
て
開
催

〜
各
支
部
よ
り
九
十
九
名
が
参
加
〜

六
月
二
十
八
日
�
、
午
後
七

時
よ
り
、
時
津
町
の
北
部
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
第
二

十
四
回
目
（
青
研
部
よ
り
通
算

三
十
五
回
）
と
な
る
『
建
設
長

崎
青
年
部
大
会
』
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
は
、
市
南
支
部
の
小
泉

祐
一
さ
ん
を
議
長
に
、
こ
の
一

年
間
の
活
動
経
過
報
告
、
そ
し

て
新
年
度
の
活
動
方
針
（
案
）、

本
部
青
年
部
役
員
の
選
出
等
に

つ
い
て
、
青
年
層
組
合
員
六
十

六
名
、
支
部
役
員
十
四
名
、
書

記
局
十
九
名
、
合
計
九
十
九
名

の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
の
冒
頭
に
は
、

日
々
練
習
に
励
ん
で
い

る
「
建
設
長
崎
職
人
太

鼓
」
の
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
勇
壮
な
演
奏
披
露
も

あ
り
ま
し
た
。

議
事
に
つ
い
て
は
質

問
も
無
く
、
経
過
報
告
、

方
針
（
案
）
そ
れ
ぞ
れ

承
認
を
さ
れ
ま
し
た
。

新
年
度
の
青
年
部
役

員
と
し
て
は
、
部
長
に

北
村
亮
樹
さ
ん（
北
松
）、

副
部
長
に
山
下
洋
二
さ
ん
（
市

南
）、
植
田
秀
之
さ
ん
（
西
彼
）、

事
務
局
長
に
村
上
昌
也
さ
ん

（
諫
早
）、
幹
事
に
各
支
部
よ

り
二
十
八
名
の
方
々
が
そ
れ
ぞ

れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
の
最
後
に
は
、「
今
後
の

青
年
部
の
発
展
に
向
け
皆
で
団

結
し
て
青
年
部
を
盛
り
上
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
、
北
村
部

長
の
音
頭
で
力
強
く
団
結
が
ん

ば
ろ
う
を
三
唱
し
て
、
今
年
の

青
年
部
大
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

（
新
年
度
役
員
）

万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導
－長崎市立渕中学校一年生２００人に対して－

平
和
へ
の
想
い
を
込
め
て
作
成

六
月
二
十
九
日
、
長
崎
市
立

渕
中
学
校
で
万
灯
作
成
の
指
導

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

浦
上
川
で
八
月
九
日
の
原
爆

記
念
日
に
万
灯
流
し
に
使
用
す

る
万
灯
を
子
供
た
ち
が
作
成
し

ま
す
。
平
和
学
習
の
一
環
と
し

て
取
り
組
ま
れ
、
一
年
生
の
五

ク
ラ
ス
二
百
名
の
子
供
た
ち
が
、

お
昼
か
ら
の
五
時
間
目
・
六
時

間
目
を
利
用
し
て
行
い
ま
し
た
。

体
育
館
に
集
合
し
た
子
供
た

ち
に
、
前
田
副
委
員
長
が
「
上

手
・
下
手
は
気
に
せ
ず
に
、
皆

さ
ん
の
平
和
へ
の
想
い
を
込
め

て
作
成
し
て
く
だ
さ
い
」
と
挨

拶
。
作
成
見
本
を
見
せ
て
間
違

い
の
な
い
よ
う
に
作
り
方
の
手

順
を
一
通
り
説
明
し
、
先
生
の

号
令
で
ク
ラ
ス
ご
と
に
別
れ
て

作
成
開
始
で
す
。

浦
上
西
支
部
・
浦
上
東
支
部

か
ら
作
成
指
導
の
た
め
、
組
合

員
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス

に
入
り
ま
す
。
組
み
立
て
る
だ

け
ま
で
に
カ
ッ
ト
さ
れ
た
角
材

に
、
子
供
た
ち
は
慣
れ
な
い
手

つ
き
で
四
苦
八
苦
。
う
ま
い
事

釘
を
打
て
ま
せ
ん
。
組
合
員
さ

ん
も
先
生
と
呼
ば
れ
て
照
れ
な

が
ら
の
指
導
で
す
。
ひ
と
ク
ラ

ス
四
十
人
も
い
れ
ば
、
手
際
の

良
い
子
、
お
世
辞
に
も
上
手
と

は
言
え
な
い
子
、
皆
真
剣
な
眼

差
し
で
奮
闘
で
す
。
中
に
は
図

面
を
見
て
い
る
の
か
見
て
い
な

い
の
か
、
「
ど
う
し
た
ら
こ
う

な
る
の
？
」
と
い
う
傑
作
も
出

来
あ
が
っ
て
き
ま
す
。
万
灯
が

組
上
が
れ
ば
あ
と
は
、
各
自
で

半
紙
に
書
い
た
平
和
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
張
り
付
け
て
完
成
で

す
。最

後
に
「
長
崎
に
生
ま
れ

育
っ
た
私
た
ち
の
願
い
は
核
兵

器
や
戦
争
の
な
い
平
和
な
世
界
。

今
日
は
ご
指
導
頂
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
生
徒
さ

ん
か
ら
の
お
礼
の
言
葉
を
頂
き

ま
し
た
。

《
作
成
指
導
参
加
者
》

前
田

三
男
・
古
川

勝

山
形

信
・
森

政
一

田
上
書
記
長

石
田
書
記
次
長

若
杉
執
行
委
員

井
関
主
任

（
敬
称
略
）

主
婦
会
総
会
〜
県
下
各
地
よ
り
百
十
一
名
が
参
加
〜

七
月
四
日
�
セ
ン
ト
ヒ
ル
長

崎
に
於
い
て
主
婦
会
総
会
が
、

主
婦
会
員
、
本
部
役
員
、
書
記

局
含
め
総
勢
百
十
一
名
の
参
加

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
は

金
子
副
会
長
の
開
会
の
あ
い
さ

つ
に
始
ま
り
、
議
長
に
大
浦
支

部
の
鳥
田
さ
ん
、
平
戸
支
部
の

瀧
下
さ
ん
を
選
出
し
た
後
、
岡

�
会
長
、
相
川
執
行
委
員
長
の

あ
い
さ
つ
と

続
き
ま
し
た
。

馬
場
副
会

長
の
経
過
報

告
の
後
、
岡

�
会
長
よ
り

活
動
方
針
が

提
案
さ
れ
、

全
員
の
拍
手

で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
平

成
二
十
三
年

度
も
主
婦
会

と
し
て
の
活

動
に
積
極
的

に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
を
確
認
し
、
渡
辺

副
会
長
の
閉
会
の
あ
い
さ
つ
で

無
事
終
了
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
長
崎
市
介
護

保
険
課
の
田
熊
係
長
、
長
崎
市

高
齢
者
す
こ
や
か
支
援
課
の
藤

島
係
長
を
お
迎
え
し
「
高
齢
社

会
の
福
祉
と
介
護
に
つ
い
て
」

の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
老
後

の
大
き
な
不
安
要
因
で
あ
る
介

護
を
家
族
だ
け
で
は
な
く
、
社

会
全
体
で
支
え
よ
う
と
い
う
介

護
保
険
の
し
く
み
や
具
体
的
な

サ
ー
ビ
ス
、
地
域
の
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
な
ど
行
政
の
窓
口
を

利
用
し
て
ほ
し
い
と
い
う
話
に

皆
さ
ん
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

締
め
は
、
岡
�
会
長
の
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
盛
会
裡
に
終
了

し
ま
し
た
。

（
堀
川
）

（
新
年
度
役
員
）

会

長

岡
�
ア
イ
子（
西
彼
）

副
会
長

馬
場
ヒ
ロ
子（
中
央
）

〃

金
子

嘉
子

（
佐
世
保
中
央
）

〃

渡
辺

克
子（
大
村
）

事
務
局
長

馬
場
ヒ
ロ
子（
中
央
）

２０１１年１１月１６日�～１１月１８日� ３日間

博多港発着 飛鳥�クルーズ
紅葉の京都・舞鶴への旅
（大人お１人様／２名１室利用の場合）１２８，０００円～３９０，０００円

早割
（５／１６まで）
１０，０００円引き
１０，０００円引き
１０，０００円引き
３，０００円引き
３，０００円引き

－
－

３名１室

303,000
236,000
216,000
－
－
－
－

１名１室

780,000
414,000
416,000
214,000
205,000
179,500
166,500

２名１室

390,000
290,000
260,000
165,000
158,000
138,000
128,000

客室タイプ

Ｓロイヤルスイート
Ａアスカスイート
Ｃスイート
Ｄバルコニー
Ｅバルコニー
Ｆステート
Ｋステート

青
年
部
大
会

食事スケジュール

博多港にて受付後、飛鳥�乗船。
出港。船内にてクルーズライフをお楽しみください。

【ドレスコード：インフォーマル】
洋食 をご用意します。 【船中泊】

舞鶴港入港。自由行動。オプショナルツアー�～�
（有料・事前予約制）でお楽しみください。

舞鶴港出港。
夕食後、ショーやダンスをお楽しみください。
【ドレスコード：カジュアル】 和食 をご用意します。

【船中泊】

博多港入港後、下船。

時刻

９：３０
１１：００

８：００

１９：３０

１６：００

滞在地

博多港

舞鶴港

舞鶴港

博多港

日 程

１１／１６�

１１／１７�

１１／１８�

青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部ののののののののののののののののののののののののの発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展ににににににににににににににににににににににににに向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結しししししししししししししししししししししししししててててててててててててててててててててててててて頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張ろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろううううううううううううううううううううううううう！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

（職人太鼓による演奏披露）

■催行保証 ■添乗員同行 ■食事（船内滞在中）／朝食２回 昼食３回 夕食２回 ■ご旅行日程表は８日前頃お渡しします。
※本クルーズは近畿日本ツーリストのチャータークルーズです。郵船クルーズ発行の割引券、株主優待券はご利用できません。
※上記スケジュールは気象、海象、現地事情により変更になる場合もございます。予めご了承ください。
※博多港は中央埠頭もしくは箱崎埠頭のいずれかとなります。

■旅行代金表（大人・こども同額） 単位：円

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５５３号 ２�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２０１１年（平成２３年）７月１５日発行



あらゆる方法で身体を冷却し、
至急救急病院に搬送する。
首、脇の下、太腿のつけね等太
い血管の上を冷やす。

足を高く上げて寝かせ、手足の
先から中心部に向けてマッサー
ジし、早めに医療機関で受
診させる。

塩分を与える
食塩水やスポーツドリンクを与
えます。

▲

脳障害 �

▲

脳血流不足 �

▲

塩分不足 �

高体温で脳の体温中枢が麻
痺して起きる重い病状。
発汗停止や意識障害

脳の血流が不足して起きる。
めまい・頭痛・吐き気

発汗により血液中の塩分が
失われた時に水だけを補給
して起きる。
筋肉のけいれん

1

2

3

健健康康診診断断をを受受けけままししょょうう
健
康
診
断
は

組
合
の

特
定
健
診
、

ま
た
は

各
地
域
で
の

巡
回
健
診
で

特定健診～メタボ予防に着目した健康診断～

受診しやすい医療機関を選択し、ご都合の良い日時を直接予約すると受診で
きます。お仕事などで決められた日時に受診できなかったときも再度予約すれ
ば受診できますので大丈夫。くれぐれも先延ばしにしないようお早めに受診い
ただくことをおすすめします。

平成２３年度 巡回健診実施のお知らせ
多数の皆様に健康診断を受診していただけるよう、各

地区巡回型による健康診断を開催します。日頃からお忙

しい皆様にもぜひこの健康診断を年に一度の健康チェッ

クとしてご活用いただきますようご案内いたします。

なお、基本検査項目については全額無料となっており

ます。選択検査項目の内容や、申込方法、受診に必要な

ものなど、詳しくは５月に対象者にお送りしました特定

健診受診券に同封しております“特定健診のご案内”を

ご参照ください。

熱中症に注意
しましょう�
熱中症の９０％は７、８月に集中し、多く発生して

いますが、だんだんと暑くなってくる５、６月にも
大きな災害が報告されています。症状が重くなると
死に至ることもありますが、対応をしておれば防げ
る病気でもあります。各現場で下記内容を周知徹底し、熱中症を予防しましょう。

◎熱中症とは…症状などにより次の３つに分けられます。

◎救急手当は…●先ず涼しいところへ
●衣類をゆるめて
●スポーツドリンク等を飲ませる

長建国保に１年以上加入している４０～７５歳未満の方で、特定健

診受診券の交付を受けている方

組合指定の医療機関

（「特定健診実施機関一覧表」に記載されている医療機関）

※一覧表に記載されていない健診機関では受診することができません。

ご希望の医療機関へ直接申込・ご予約をお願いします。

○受診券 ○質問票 ○保険証

・身体計測 ・血圧 ・血中脂質検査 ・肝機能検査

・血糖検査 ・尿検査 ・問診

※一部の医療機関では「組合特別健診」として胸部Ｘ線検査も行います。

※上記以外で医師の判断により下記詳細な検査が行われる場合があります。

・貧血検査 ・心電図検査 ・眼底検査

受診券にて受診した場合に限り自己負担はありません。

受診券に記載されている有効期限までに受診して下さい。

対象者

受診できる医療機関

申込方法

健診に必要なもの

検査項目

自己負担

受診できる期間

■受診方法

上記の受診出来る医療機関より受診先を選んで下さい。

�
選んだ医療機関に、直接電話予約を行います。予約の際に

は「長建国保の特定健診に胸部レントゲン検査を加えた組

合特別健診をお願いします」と一言添えて下さい。

�
受診日当日

○特定健康診査受診券 ○保険証 ○質問票（記入しておく）

忘れずに医療機関窓口へお持ち下さい。

【巡回健診実施予定会場】 ※健診時間は、健診時間帯において個別に時間指定をさせていただきます。

申込締切日

平成２３年８月２３日

平成２３年８月２３日

平成２３年８月２３日

平成２３年９月２２日

平成２３年９月２２日

平成２３年９月３０日

平成２３年１０月５日

平成２３年１０月５日

平成２３年１０月１９日

平成２３年１０月２６日

平成２３年１０月２６日

※実施会場につきましては、申込者数の状況や会場予約の関係上、変更させていただく場合があります。
会場変更の場合は組合新聞「建設長崎」にてお知らせ致します。

会 場

諫早文化会館

島原文化会館

ビッグNスタジアム会議室

佐々町文化会館

平戸市文化センター

長崎市民会館

東彼杵町総合会館

佐世保市民会館

長崎南商工会本所

大村市民会館

時津町北部コミュニティセンター

健診時間帯

午前９時３０分～午後１時

午前９時３０分～午後１時

午前９時３０分～午後３時

午前９時３０分～午後１時

午前９時３０分～午後１時

午前９時３０分～午後３時

午前９時３０分～午後１時

午前９時３０分～午後１時

午前９時３０分～午後１時

午前９時３０分～午後１時

午前９時３０分～午後１時

実施日

平成２３年９月２３日�
平成２３年９月２４日�
平成２３年９月２５日�
平成２３年１０月２２日�
平成２３年１０月２３日�
平成２３年１０月３０日�
平成２３年１１月５日�
平成２３年１１月６日�
平成２３年１１月１９日�
平成２３年１１月２６日�
平成２３年１１月２７日�

【選択検査】（全額自己負担）

検査料金
（税込）

３，３００円

２，５００円

３，５００円

検査項目
（希望者のみ）

肝炎検査
（Ｂ型・Ｃ型）

子宮頸がん検査
（自己採取法）

喀痰細胞診
（肺癌三日間蓄痰）

検査料金
（税込）

２，０００円

２，５００円

１，３００円

検査項目
（希望者のみ）

前立腺がん検査

胃がん検査
（ペプシノーゲン）

大腸がん検査

長建国保に１年以上加入している４０～７５歳未満の方で、
特定健診受診券の交付を受けている方

ご希望の健診会場を選択の上、所定の巡回健診申込書を
申込締切日までに組合窓口へ提出して下さい。
（郵送又は FAXでも受け付けています。）

○受診券 ○質問票 ○保険証
○実費（選択検査申込者のみ）

身体計測・血圧・血中脂質検査・肝機能検査・血糖検
査・尿検査・痛風検査・胸部Ｘ線検査・問診・視力・聴
力・貧血検査・心電図検査

上記検査項目（必須）を受診券で受診した場合に限り自
己負担はありません。但し、選択検査（希望者のみ）に
ついては、検査料金については全額自己負担（当日現金
払）となりますのでご確認の上、お申込下さい。

対象者

申込方法

健診に
必要なもの

検査項目
（必須）

自己負担

健やかな
生活のために

毎月１回１５日発行 ２０１１年（平成２３年）７月１５日発行建 設 長 崎第５５３号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）３�



中
央
支
部

西
彼
支
部

佐
世
保
北
支
部

木造建築物作業主任者講習開催のお知らせ

会 場
建設長崎諫早支部
（諫早市八天町２１－１１）
TEL ０９５７－２４－３８００

日 程
平成２３年１０月中旬（２日間）
午前９時００分～午後５時００分
（受付開始午前８時３０分より）

地 区

諫早地区

笑
顔
と
感
謝
の
気
持
ち
を
大
切
に
！

六
月
二
十
六
日
�
、
台
風
の

進
路
を
気
に
し
な
が
ら
梅
雨
の

晴
れ
間
を
縫
っ
て
二
十
三
名
の

参
加
の
下
、
一
泊
二
日
の
旅
程

で
柳
川
・
鳥
栖
周
辺
（
宿
泊
は

原
鶴
温
泉
）
へ
の
支
部
旅
行
を

開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
近
場
と
い
う
こ
と
で

若
干
朝
は
ゆ
っ
く
り
の
ス
タ
ー

ト
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
い
つ

も
の
賑
や
か
な
車
内
に
ア
ッ
と

言
う
間
に
最
初
の
見
学
地
で
あ

る
古
賀
政
男
記
念
館
に
到
着
。

館
長
に
よ
る
ギ
タ
ー
の
弾
き
語

り
に
思
わ
ず
口
ず
さ
む
皆
さ
ん
。

そ
の
後
、柳
川
名
物「
う
な
ぎ
」

を
堪
能
し
、
味
の
素
九
州
工
場

へ
。
福
岡
ド
ー
ム
七
個
分
の
広

大
な
工
場
を
バ
ス
で
見
学
。
ア

ミ
ノ
酸
の
製
造
工
程
を
学
習
し
、

お
土
産
ま
で
頂
け
ま
し
た
。
そ

し
て
バ
ス
は
本
日
の
宿
で
あ
る

原
鶴
温
泉
へ
。
ホ
テ
ル
自
慢
の

畳
敷
き
の
露
天
風
呂
で
疲
れ
を

癒
し
、
宴
会
で
は
楽
し
さ
の
余

り
思
わ
ず
仲
居
さ
ん
も
踊
り
出

す
一
場
面
も
。
二
日
目
、
朝
の

車
内
は
毎
年
の
ご
と
く
静
か
な

出
足
。千
光
寺（
あ
じ
さ
い
寺
）

と
大
刀
洗
平
和
記
念
館
を
見
学

後
、
キ
リ
ン
ビ
ア
フ
ァ
ー
ム
で

少
し
早
目
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の

昼
食
。
昼
食
を
終
え
た
一
行
は

工
場
直
送
の
ビ
ー
ル
を
再
注
入

し
、
若
干
の
元
気
が
回
復
。
そ

し
て
、
最
後
の
見
学
地
で
あ
る

如
意
輪
寺
（
か
え
る
寺
）
へ
。

住
職
に
よ
る
楽
し
い
説
法
は
長

寿
の
秘
訣
や
感
謝
の
心
に
つ
い

て
の
教
え
で
、
大
変
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
道
中
は
ガ

イ
ド
さ
ん
に
「
ホ
テ
ル
到
着
時

間
予
想
ク
イ
ズ
」
や
「
フ
ル
ー

ツ
性
格
判
断
」
等
で
盛
り
上
げ

て
頂
き
ま
し
た
。
ク
イ
ズ
は
若

杉
ア
イ
子
さ
ん
が
一
分
違
い
と

い
う
鋭
い
勘
で
見
事
優
勝
し
、

性
格
判
断
で
は
殆
ど
の
方
が
的

中
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
し

た
。
最
後
に
「
あ
い
う
え
お
」

は
覚
え
て
い
ま
す
か
。
こ
れ
か

ら
も
笑
顔
と
感
謝
の
気
持
ち
を

大
切
に
し
て
、
皆
が
楽
し
く
集

え
る
支
部
作
り
を
目
指
し
て
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。
お
疲
れ
様
で

し
た
。

（
本
多
常
秋
） 二

年
ぶ
り
の
支
部
旅
行
に
六
十
名

台
風
五
号
の
影
響
が
気
に
な

る
六
月
二
十
五
日
〜
二
十
六
日
、

二
年
ぶ
り
に
支
部
旅
行
を
実
施
。

前
回
と
同
様
バ
ス
二
台
、
総

勢
六
十
名
の
大
所
帯
で
一
路
山

口
県
へ
。

最
初
の
目
的
地
に
到
着
し
た

の
は
午
後
一
時
過
ぎ
。
六
時
間

の
長
旅
に
皆
さ
ん
疲
れ
た
様
子

も
な
く
、
錦
帯
橋
を
バ
ッ
ク
に

記
念
撮
影
。
名
物
の
岩
国
寿
司

を
堪
能
し
各
自
散
策
へ
。
昨
日

ま
で
の
天
気
と
変
わ
っ
て
真
夏

日
の
暑
さ
。
橋
の
袂
の
お
店
に

あ
っ
た
温
度
計
は
何
と
三
十
六

度
。
そ
ん
な
中
、
一
〇
〇
種
類

あ
る
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
食
べ

て
涼
む
方
、
白
蛇
を
見
学
す
る

方
と
皆
さ
ん
、
各
々
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
毛
利
庭
園
を
見
学

後
宿
泊
先
の
湯
田
温
泉
へ
。

温
泉
で
ゆ
っ
く
り
疲
れ
を
と
っ

た
後
、
美
味
し
い
料
理
に
お
酒

と
カ
ラ
オ
ケ
で
親
睦
を
深
め
ま

し
た
。

二
日
目
は
瑠
璃
光
寺
五
重
塔

や
常
栄
寺
雪
舟
庭
を
見
学
後
、

唐
戸
市
場
へ
。
各
々
買
っ
た
海

鮮
丼
や
お
寿
司
を
海
辺
で
食
べ

た
り
お
土
産
を
買
っ
た
り
と
楽

し
ん
だ
後
、
一
路
長
崎
へ
。

今
回
、
六
月
実
施
の
旅
行
で

雨
が
心
配
で
し
た
が
、
天
気
に

も
恵
ま
れ
、
こ
の
二
日
間
、
日

頃
の
忙
し
さ
を
忘
れ
、
思
い
出

に
残
る
楽
し
い
旅
行
と
な
り
ま

し
た
。

（
城
下
）

主
婦
会
ど
く
だ
み
石
鹸
作
り

佐
世
保
北
支
部
主
婦
会
で
は

六
月
二
十
一
日
�
に
ど
く
だ
み

石
鹸
作
り
を
し
ま
し
た
。

毎
回
好
評
で
梅
雨
の
合
間
の

晴
天
に
も
拘
わ
ら
ず
十
三
人
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

早
速
、
ジ
ュ
ー
サ
ー
に
き
ざ

ん
だ
ど
く
だ
み
草
と
ホ
ワ
イ
ト

リ
カ
ー
を
入
れ
撹
拌
し
、

こ
し
袋
に
入
れ
絞
る
人
、

レ
ン
ジ
で
小
さ
く
刻
ん

だ
石
鹸
を
軟
ら
か
く
な

る
程
度
に
加
熱
し
、

絞
っ
た
葉
と
良
く
混
ぜ

合
わ
せ
る
人
、
そ
れ
を

団
子
位
に
丸
め
る
人
に

分
か
れ
て
作
業
を
し
ま

し
た
。
そ
し
て
数
日
間

自
然
乾
燥
さ
せ
ま
す
。

参
加
者
全
員
が
覚
え

る
様
に
交
替
で
各
工
程

を
経
験
し
、
反
省
と
知
恵
を
出

し
合
い
な
が
ら
石
鹸
が
出
来
上

が
り
ま
し
た
。

今
回
は
ど
く
だ
み
草
摘
み
に

雨
の
中
、
四
、
五
日
か
か
り
、

洗
っ
て
乾
か
し
た
葉
を
ち
ぎ
っ

て
小
さ
く
刻
む
迄
の
下
準
備
を

今
回
も
有
志
で
行
い
ま
し
た
が
、

次
回
か
ら
は
も
う
少
し
準
備
か

ら
参
加
し
て
も
ら
え
る
様
、
計

画
を
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

ど
く
だ
み
草
の
匂
い
が
室
内

中
に
広
が
り
、
手
も
爪
も
ど
く

だ
み
色
に
染
ま
り
な
が
ら
の
石

鹸
で
す
。

で
も
、
こ
の
手
作
り
の
石
鹸

で
顔
を
洗
っ
た
ら
肌
は
「
つ
る

つ
る
」
で
と
て
も
気
持
ち
良
く

過
ご
す
事
が
で
き
ま
す
。

又
、
絞
っ
た
汁
は
虫
刺
さ
れ

や
皮
膚
の
か
ゆ
み
止
め
に
使
え

ま
す
の
で
各
自
持
ち
帰
り
ま
す
。

今
年
も
石
鹸
作
り
が
出
来
た

事
と
共
に
主
婦
会
の
人
達
の
行

事
に
参
加
さ
れ
る
方
が
増
え
、

笑
い
声
の
た
え
な
い
主
婦
会
で

あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
で
活
動
に
参

加
し
や
す
い
主
婦
会
を
作
り
た

い
と
思
い
ま
す
。（

小
林
ミ
ツ
子
）

木木造造建建築築物物作作業業主主任任者者講講習習開開催催ののおお知知ららせせ
現場作業に必要な標記の講習会を次の要領で開催します。是非、受講されま

すようお知らせします。尚、１０名以下の場合は、延期する場合もあります。
開催日及び会場

受講資格
� 木造建築物の構造部材の組立て又はこれに伴う屋根若しくは外壁下地の取
付け作業（次号において「構造部材の組立て等の作業」という。）に３年
以上従事した経験を有する者

� 学校教育法による大学、高等専門学校又は高等学校において土木又は建築
に関する学科を専攻して卒業した者で、その後２年以上構造部材の組立て
等の作業に従事した経験を有するもの

� その他労働大臣が定める者
講習科目
イ．木造建築物の構造部材の組立て、屋根下地の取付け等に関する知識
ロ．工事用設備、機械、器具、作業環境等に関する知識
ハ．作業者に対する教育等に関する知識
ニ．関係法令
講習料
建設長崎組合員 ６，０００円、組合員以外 ８，０００円（テキスト代込み）
受付方法
申請書、写真２枚（サイズ２．５�×３．０�）と講習料を９月末迄に学院本部か各
支部で受付。締切り後の申込受付はできませんのでご注意下さい。
※学院発行の作業主任者手帳取得者は、加筆するので手帳も一緒に提出のこと。

問い合わせ先 長崎県建設技術専門学院本部
TEL０９５－８６１－９２６１
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